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2023年度予算 2024年度予算 公益 法人

Ⅰ 一般正味財産の部

1.経常増減の部

（1）経常収益 266,200,000 406,778,500 331,778,500 75,000,000

会費収入 155,000,000 150,000,000 75,000,000 75,000,000

参加費 51,500,000 119,618,000 119,618,000 0

協賛金 14,000,000 65,000,000 65,000,000 0

チケット収入 19,800,000 45,000,000 45,000,000 0

助成金（くじ助成） 7,487,000 7,030,000 17,030,000 0

助成金（基金助成） 9,772,000 10,000,000

特定資産取崩収入 - 1,810,500 1,810,500 0

その他収入 8,641,000 8,320,000 8,320,000 0

（2）経常費用 286,200,000 406,778,500 347,370,500 59,408,000

役員報酬 0 0 0 0

人件費 76,000,000 99,000,000 71,300,000 27,700,000

旅費交通費 83,500,000 146,862,500 145,862,500 1,000,000

家賃等 12,500,000 16,100,000 14,198,000 1,902,000

支払保険料 3,100,000 5,400,000 2,370,000 3,030,000

備品費/消耗品費 10,600,000 26,273,000 25,797,000 476,000

会員登録費 4,000,000 4,000,000 0 4,000,000

施設使用料 29,000,000 41,029,800 41,029,800 0

支払手数料 9,900,000 14,712,000 6,012,000 8,700,000

会議費 4,800,000 8,520,000 8,020,000 500,000

業務委託費 20,100,000 22,801,000 15,801,000 7,000,000

製作費 27,700,000 3,300,000 0 3,300,000

印刷製本費 - 6,845,000 5,845,000 1,000,000

広告宣伝費 - 6,700,000 6,700,000 0

その他 5,000,000 5,235,200 4,435,200 800,000

当期経常増減額 ▲20,000,000 0 ▲15,592,000 15,592,000

2.経常外増減の部

（1）経常外収益 0 0 0 0
（2）経常外費用 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 ▲20,000,000 0

一般正味財産期首残高 124,358,469 134,419,863

一般正味財産期末残高 104,358,469 134,419,863

Ⅱ 指定正味財産増減の部

寄付金（ｼﾞｬﾊﾟﾝﾗｸﾛｽﾌｧｳﾝﾀﾞｰｽﾞ） 1,500,000 2,000,000

一般正味財産振替額 0 1,810,500

当期指定正味財産増減額 1,500,000 189,500

指定正味財産期首残高 0 1,801,500

指定正味財産期末残高 1,500,000 2,000,000

Ⅲ 正味財産期末残高 105,858,469 134,609,363

2024年度正味財産増減予算書
（2024年4月～2025年3月）

【概要】
• 会費収入は前年度実績と同水準を見込み、協賛金増収分については、
代表活動及び人的リソースの拡充等への戦略的な投資を行い、全体で
収支均衡の予算を策定。

• 4つの日本代表が活動する予定であり、また、大会事業規模拡大により、
予算規模は拡大。

• 各部各地区の予算は前年度と同水準の規模としているが、各地区にお
いては昨年度の事業収入に応じて予算追加。

【経常収益】
■ 会費収入： 前年比微減 選手9.1千人*13.5千円

+スタッフ等3.2千人*8.5千円。
■ 参加費収入： 4代表計57百万円等。
■ チケット収入： 全日本選手権16.5百万円等。
■ 特定資産取崩収入： ジャパンラクロスファウンダーズ前年度分。
■ その他収入： 資格認定料収入7.4百万円。

【経常費用】
■ 人件費： 前年比+23百万円。
■ 旅費交通費：日本代表活動74百万円

、地域間交流（全国会議等）10百万円等。
■ 家賃等： 大阪倉庫兼連絡事務所+3.6百万円。
■ 施設使用料：大会関連31百万円、地区事業6百万円等。
■ 製作費： 勘定科目細分化（製作費、印刷製本費、備品費

、広告宣伝費）。
■ 広告宣伝費: 公式Webサイト運営費5.6百万円。

【公益法人会計基準について】
• 会費収入は定款に基づき公益：法人=50:50に按分。
• 事業活動関連経費は公益目的事業会計に、法人活動関連経費は法人
会計に、共通経費は公益申請時の基準に従い配賦を実施。
主な配賦基準は以下の通り。

・人件費・法定福利費は従事割合に従い配賦。
・家賃等は事務所倉庫比率及び従事割合に従い配賦。
・その他共通項目は従事割合に従い配賦。

※ 一般正味財産につきましては、2024年度予算の期首残高は、2022年度決算の期末残高
を記載しています。
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